
④ パネルディスカッション

　　　「外国人看護師受け入れ、当事者として考える」
　　　　司会/二文字屋　修(AHPネットワーク協同組合)

   　パネリスト/

プログラム（予定）

【休憩20分】

第一部  午後1:30～3:00

第二部  午後3 : 20～4 :30

① 基調報告　黒田孝之（AH Pネットワーク協同組合理事長）

② プレゼンテーション　

A : 「外国人看護人財を育てる」 
　　　　　　梶原 優（日本病院会常任理事）
B : 「日本におけるナースの課題」
　　　　　　井部 俊子（聖路加看護大学学長）
C : 「外国人看護留学生を教えた経験から」
　　　　　　服部 直子（日本中央看護専門学校教諭）

③ パネルディスカッション

  　 司会/黒田 孝之、パネリスト/梶原 優、井部 俊子、服部 直子

⑤ 質疑応答

ホアン ティ ホン ロアン (ベトナム人看護師・袖ヶ浦さつき台病院)
王 麗華(中国人看護師)
デヴィ・セプティヤスリニ (インドネシア人看護師候補生)
竹内 美佐子(袖ヶ浦さつき台病院看護部長)
宮澤美代子(永生病院・相談役)

※メールには、

ご氏名・年令・職業・

所属をご記入ください。

Tel : 03-3453-0702　Fax : 03-5232-4542

kango@ahp-net.org

参加申込メールは
下のアドレスをクリック

現場からの発信

シンポジウム

外国人看護師の受け入れ

J R山手線「原宿」駅下車、地下鉄・銀座線/

千代田線/半蔵門線「表参道」駅下車A1出口
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●慢性的な看護師不足のなか、地域医療に尽くす民間病院が看護師確保として

外国人財に向くことは、多文化社会の傾向からみても自然な流れである。

しかし、医療における外国人財導入は慎重になされなければならない。

●長期在留の外国人が200万人を超えた現在、ダイナミックな人の動きを看護現場は

どう捉え、そこにどのような問題があり、またそれをどう解決していくのか。

●このシンポジウムは、実践者としての看護師、看護教育者、医療関係者が一堂に会し

現場の視点から、外国人看護師の受け入れを探る。

参加費無料

定員       名200

日時　2009年1月31日（土）13：30～16：30
東京都渋谷区神宮前5-8-2会場　日本看護協会ビル・ＪＮＡホール

AHPネットワーク協同組合
〒108-0014　東京都港区芝4-5- 8 池藤ビル6F

2009年　　月　　　　日(土)1 31

主催　AHPネットワーク協同組合

協賛　社団法人日本病院会、医療法人柏葉会、

　　　　　医療法人弘仁会、医療法人三友会、

　　　　　医療法人さつき会、医療法人普照会

後援　財団法人国際看護交流協会


